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２０１９年３月号 ※パチパチ便りのカラー版はHPの 
 会員専用ページでご確認ください。 

 平成31年2月11日（月）、 
平成30年度愛知県小学生あんざんそろばん大会が岡崎市竜美丘会館で実
施され、県内23の地区から343名の生徒が参加いたしました。久野学園から
は近藤佑哉くん（6年）、毛受咲緑さん（6年）、田島颯久くん（6年）、山本航世く
ん（5年）、片山太陽くん（5年）、秋元康太郎くん（4年）の6名が参加しました。 

 個人総合競技は、かけ算・わり算・見取算の暗算、かけ算・わり算・見取算
の珠算の6種目の合計（各種目200点、満点1200点）、読上競技は、読上暗算、
読上算の2種目（各15点満点）でそれぞれ実施され、久野学園においては、 
個人総合競技において近藤佑哉くんが61位、毛受咲緑さんが64位、 
片山太陽くんが100位で100位内入賞。各学年において一定の点数以上を 

〇参加者〇 
近藤佑哉（6年） 
毛受咲緑（6年） 
田島颯久（6年） 
山本航世（5年） 
片山太陽（5年） 
秋元康太郎（4年） 

取った生徒対象の奨励賞を山本航世くん、秋元康太郎くんの2名受賞しました。 
 単純計算で各地区少なく見積もっても500名以上の小学生競技者がいると仮定し、愛知県内の小学生の
そろばん人口が10,000人を超える中、100位内に入ったことは全体の1%以下の結果で非常に素晴らしいも

のでした。また、参加者の中でも特に六年生の近藤佑哉くん、毛受咲緑さんの二人は全体を牽引し、取り組
む姿勢が素晴らしいものでした。1月から大会の直前の出席は二人とも週5回を超え、日曜日も練習をしたい

と申し出て、自分の納得できる点数がでるよう何度も問題に取り組んでいました。久野学園のトップをひた
走ってきた二人ですが、何もしないでできる天才はいなく、やはり地道に積み上げたものに結果がついてくる、
ことを認識させられ、改めて努力する大切さを二人の姿から気付かせていただきました。 

 最後に参加者の皆さんは本当にお疲れ様でした。どんな結果であれ皆さんが久野学園の代表として努力
してきたことは素晴らしいことです。色々な思いがあると思いますが、今回の経験を糧に未来につなげてい
ただければと思います。そして他の生徒の皆さんも県大会を目指して頑張っていただきたいと思います。 



●久野学園 本部教室・アール教室・黒笹教室・宮上教室・春木教室・加納教室 
問い合わせ先：0561-32-3445  ※加納教室のみ：0565-45-6795 
メールでの問い合わせ： HPの問い合わせをご利用ください。 
※HPはQRコードから参照ください。 

★お知らせ★ 
・第390回全国珠算検定試験は2019年3月24日(日)です（豊田市福祉センター） 
なお、今回より従来の開始時間より15分遅くなっておりますのでご注意ください。 
（段位珠算、1級 13:15→13:30 段位暗算 14:45→15:00 （その他変更なし）） 

・春休みは3月27日（水）からです。新学期は4月5日（金）から開始します。 

＜漢字検定 準会場認定の件＞ 
 この度、公益財団法人 日本漢字能力検定協会が主催する日本漢字能力検定の会場と
して久野学園が許可をいただき、教室内での漢字能力検定の団体受験が可能となりまし
た。まだ予定ではありますが、本年6月実施分からできるよう調整したいとこれから思って
おります。 
 これまで久野学園として基礎学習の一環として漢字に力をいれてきましたが、公の資格
ということで補完することができませんでした。この試験に挑戦することで日々一生懸命
取り組んでいる生徒の皆さんが自分のやってきたことを形として残していただければと考
えております。是非、募集時はお子様とご相談の上、申し込みいただければと存じます。 
 また、3級以上になると漢字から離れることが多くなりますが、そうした高位級の生徒の
皆さんも漢字に触れてはいかがでしょうか？久野学園では1級～10級まで漢字のテキスト
があります（漢字検定に完全に対応しているわけではありません）。小学校の範囲はカ
バーしているものですので、興味がある皆さんは各教室の先生に声をかけてください。 

＜おすすめ図書コーナー＞No.6 

    「みかづき」  今回ご紹介するのは「みかづき」です。古くは「カラフル」で名をはせた森絵都
さんの小説で、本屋大賞2位、そして先日までNHKでドラマ化されていたため、
すでにご存じの方もいらっしゃるかと思います。 
 さて、物語は戦後の日本から現代にいたる50年を、塾経営をする夫婦を中心
に描かれたものです。物語の始まりは、主人公が小学校で用務員をしていると
ころ不思議な雰囲気を持った少女との出会い、その母親である強烈な個性を
もった女性から塾講師としての引き抜きを依頼されることから始まります。日本
の戦後教育を塾という影の部分からの視点で描き、その歴史的背景は巻末の
参考文献の多さからも圧倒的な取材によって裏打ちされた内容で、塾が社会的
に認められた存在で始めはなかったことや、ゆとり教育の官僚の本音等、そう
だったのか！？と思うような実態が物語を読むことでわかります。 
 一方で上記の説明ですと堅苦しい物語に思えますが、この物語の本質は個性
豊かなキャラクターが紡ぐ家族愛の物語です。特殊な家族の形ではありますが、
作者の森さんの温かい人柄が随所に出ているもので、涙腺が何度も緩みました。
また、教育とは?子どもへの接し方とは?幸せとは?そういったことに優しいながら
も強いメッセージが込められている素敵な物語です。その他、算数の教え方、 
                      子どもの接し方等の具体的なﾃｸﾆｯｸにも触  
                      れており、教える側としても大変勉強になる 
                      ものでした。ご興味がある方は 
                      是非手にとっていただけれ 
                      ばと存じます。 

※書籍の貸し出しを行います。 
 ご紹介した書籍は全て貸出可能です。 
 ご希望の方はお子様伝いでもメールでのご連絡でも結構です。 
 ご一報いただければと存じます。  


